
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】精度良く、サイズが最適化されたシグネチャ受

信タイムスロットを有する、基地局と端末との間のラウ

ンドトリップ遅延を推定する。

【解決手段】基地局から下りリンクで開始指令信号を端

末へ送信するステップと、端末による開始指令信号の終

端の受信後に、シグネチャ信号を端末から基地局へ上り

リンクで送信するステップと、基地局において、シグネ

チャ受信タイムスロット内でシグネチャ信号を受信し、

処理するステップであって、それによって、ラウンドト

リップ遅延情報を提供する。処理するステップは、固有

の参照シーケンスを使用することにより、固定相関時間

ウィンドウ内において実行される巡回相関ステップを含

む。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 地 局 （ ６ ） と 端 末 （ ４ ） と の 間 に 存 在 し 、 且 つ 、 所 定 の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 範 囲 内
に 含 ま れ る 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 以 下 の ス テ ッ プ ：
　 前 記 基 地 局 （ ６ ） か ら 下 り リ ン ク で 開 始 指 令 信 号 （ ２ ４ ） を 前 記 端 末 （ ４ ） へ 送 信 す る
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 端 末 （ ４ ） に よ る 前 記 開 始 指 令 信 号 の 終 端 （ ３ ０ ） の 受 信 後 に 、 シ グ ネ チ ャ 信 号 （
３ ２ 、 ３ ６ 、 ４ ０ ） を 前 記 端 末 （ ４ ） か ら 前 記 基 地 局 （ ６ ） へ 上 り リ ン ク で 送 信 す る ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 （ ６ ） に お い て 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） 内 で 前 記 シ グ ネ チ
ャ 信 号 （ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ ） を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 地 局 （ ６ ） に お い て 、 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ ） を 処
理 す る ス テ ッ プ （ ６ ２ ） で あ っ て 、 そ れ に よ っ て 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 情 報 を 提 供 す る
、 処 理 す る ス テ ッ プ （ ６ ２ ） と 、
を 含 み 、
　 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ （ ６ ２ ） は 、 前 記 シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ２ 、 ３ ６ 、 ４ ０ ） を 計 算 す
る た め の 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） を 使 用 す る こ と に よ り 、 固 定 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ
（ ５ ４ ） 内 に お い て 実 行 さ れ る 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ ６ ６ ） を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 、 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ ６ ６ ） は 、 少 な く と も ２ つ の ス テ ッ プ を 含 み 、
　 各 ス テ ッ プ は 、 時 間 領 域 に お い て サ ン プ ル を 処 理 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） の 長 さ は 、 前 記 所 定 の 範 囲 の ラ ウ ン ド ト リ
ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ に わ た る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 の 推 定 を 可 能 に す る よ う に 最 小 に さ れ る
、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延
を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） は 、 ア イ ド ル 期 間 （ ６ ０ ） を 含 み 、
　 前 記 ア イ ド ル 期 間 （ ６ ０ ） の 長 さ は 、 推 定 さ れ る べ き ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 の 範 囲 Ｒ Ｔ
Ｄ ３ に 等 し い 、
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推
定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） は 、 ゼ ロ 自 己 相 関 （ Ｚ Ａ Ｃ ） シ ー ケ ン ス で あ る 、 こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定
す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） は 、 定 振 幅 ゼ ロ 自 己 相 関 （ Ｃ Ａ Ｚ Ａ Ｃ ） シ ー ケ ン ス
で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ
遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） は 、 Ｚ ａ ｄ ｏ ｆ ｆ － Ｃ ｈ ｕ シ ー ケ ン ス で あ る 、 こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す
る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 シ グ ネ チ ャ （ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ 、 ４ ４ ） は 、 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） と
、 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） の テ ー ル 又 は ヘ ッ ド に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 巡 回 拡 張

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-312380 A 2007.11.29



部 （ ５ ２ ） と を 含 み 、
　 前 記 巡 回 拡 張 部 （ ５ ２ ） は 、 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） の そ れ ぞ れ ヘ ッ ド 部 （
５ ０ ） 又 は テ ー ル 部 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推
定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ （ ６ ２ ） は 、 以 下 の ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス で あ っ て 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト に お い て 一 組 の サ ン プ ル を 受 信 す る ス テ ッ プ （ ６ ４
） と 、
　 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ の 外 部 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル を 除 去 す る ス テ ッ プ （ ６ ５ ）
と 、
　 残 っ て い る 前 記 一 組 の サ ン プ ル を 第 １ の 有 用 な シ ー ケ ン ス と し て リ ン グ シ フ ト レ ジ ス タ
に 記 憶 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） 及 び 前 記 第 １ の 有 用 な シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） か ら の シ
フ ト さ れ た 連 続 的 な シ ー ケ ン ス に 関 係 し た 、 時 間 領 域 の サ ン プ ル ご と の 積 の 一 組 の 総 和 （
６ ８ ） を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 時 間 領 域 の サ ン プ ル ご と の 積 の 前 記 総 和 （ ６ ８ ） か ら 得 ら れ た 積 の 合 計 を 、 前 記 参 照 シ
ー ケ ン ス の 長 さ Ｎ か ら １ を 引 い た も の に 等 し い 長 さ の ア レ イ に 記 憶 す る ス テ ッ プ （ ６ ４ ）
と 、
　 前 記 ア レ イ に お い て 、 時 間 領 域 に お け る 相 関 の 最 大 ピ ー ク を 検 出 す る ス テ ッ プ （ ７ ４ ）
と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 相 関 の ピ ー ク に 対 応 す る 時 間 と し て 前 記 端 末 の 前 記 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅
延 を 求 め る ス テ ッ プ （ ７ ６ ） と
か ら 成 る ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 処 理 す る ス テ ッ プ （ ６ ２ ） は 、 以 下 の ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス で あ っ て 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト に お い て 一 組 の サ ン プ ル を 受 信 す る ス テ ッ プ （ ６ ４
） と 、
　 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ の 外 部 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル を 除 去 す る ス テ ッ プ （ ６ ５ ）
と 、
　 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ 内 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル に 対 し て 第 １ の 高 速 フ ー リ エ 変 換
（ Ｆ Ｆ Ｔ ） を 実 行 す る ス テ ッ プ （ ７ ７ ） と 、
　 前 記 得 ら れ た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル に 、 第 ２ の 高 速 フ ー リ エ 変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ ） （ ８ ４ ） か
ら 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） の 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル を
乗 算 す る ス テ ッ プ （ ７ ８ ） と 、
　 乗 算 ス テ ッ プ に お い て 得 ら れ た 前 記 サ ン プ ル に 対 し て 逆 高 速 フ ー リ エ 変 換 （ Ｉ Ｆ Ｆ Ｔ ）
を 実 行 す る ス テ ッ プ （ ８ ０ ） と 、
　 時 間 領 域 に お け る 相 関 の 最 大 ピ ー ク を 検 出 す る ス テ ッ プ （ ７ ４ ） と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 相 関 の ピ ー ク に 対 応 す る 時 間 と し て 前 記 端 末 の 前 記 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅
延 を 求 め る ス テ ッ プ （ ７ ６ ） と 、
か ら 成 る ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ３ ～ ８ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も ２ つ の 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） （ Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ ） に 関 係 し た 少 な く と も
２ つ の 端 末 コ ー ド の う ち か ら 前 記 端 末 （ ４ ） （ Ｔ １ ） に 関 係 し た 端 末 識 別 子 コ ー ド を 決 定
す る こ と を 含 み 、
　 別 個 の シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ ） が 各 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） か ら 前
記 基 地 局 （ ６ ） へ １ つ の 上 り リ ン ク で 送 信 さ れ 、
　 信 号 の 時 間 合 計 を 形 成 す る 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ８ ）
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は 、 固 定 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５ ４ ） 内 で 実 行 さ れ る 共 通 の 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ １ ６ ６ ）
を 含 み 且 つ 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） を 使 用 す る 処 理 ス テ ッ プ （ １ ６ ０ ） に お い
て 同 時 に 処 理 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 各 シ グ ネ チ ャ （ １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ ） は 、 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス （ ４ ８ 、 １ ５ ２ 、
１ ５ ４ ） と 、 前 記 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス （ ４ ８ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ４ ） の テ ー ル 又 は ヘ ッ ド に
そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た シ グ ネ チ ャ 巡 回 拡 張 部 （ ５ ２ 、 １ ５ ６ 、 １ ５ ８ ） と を 含 み 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス （ ４ ８ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ４ ） は 、 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （
４ ８ ） を 巡 回 シ フ ト し た も の で あ り 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 巡 回 拡 張 部 （ ５ ２ 、 １ ５ ６ 、 １ ５ ８ ） は 、 前 記 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス （
４ ８ ） の そ れ ぞ れ ヘ ッ ド 部 （ ５ ０ ） 又 は テ ー ル 部 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 処 理 ス テ ッ プ （ １ ６ ０ ） は 、 以 下 の ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス で あ っ て 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） に お い て 一 組 の サ ン プ ル を 受 信 す る ス テ ッ
プ （ １ ６ ２ ） と 、
　 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 サ ン プ ル の 時 間 合 計 か ら 、 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５
４ ） の 外 部 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル を 除 去 す る ス テ ッ プ （ １ ６ ４ ） と 、
　 残 っ て い る 前 記 一 組 の サ ン プ ル を 第 １ の フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 受 信 信 号 と し て リ ン グ シ
フ ト レ ジ ス タ に 記 憶 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） 及 び 前 記 第 １ の フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 受 信 信 号 か ら
の シ フ ト さ れ た 連 続 的 な 受 信 シ ー ケ ン ス に 関 係 し た 、 時 間 領 域 の サ ン プ ル ご と の 積 の 一 組
の 総 和 （ １ ７ ０ ） を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
　 時 間 領 域 の サ ン プ ル ご と の 積 の 前 記 総 和 （ １ ７ ０ ） か ら 得 ら れ た 積 の 合 計 を 、 前 記 参 照
シ ー ケ ン ス の 長 さ Ｎ か ら １ を 引 い た も の に 等 し い 長 さ の ア レ イ に 記 憶 す る ス テ ッ プ （ １ ７
２ ） と 、
　 前 記 ア レ イ に お い て 、 時 間 領 域 に お け る 一 組 の 相 関 の 最 大 ピ ー ク を 検 出 す る ス テ ッ プ （
１ ８ ６ ） と 、
　 検 出 さ れ た 各 最 大 ピ ー ク に つ い て 、 前 記 時 間 領 域 の 相 関 期 間 の １ つ の 所 定 の 間 隔 に 単 独
で 関 連 し た コ ー ド で あ る と し て 前 記 識 別 子 コ ー ド を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 検 出 さ れ た 各 最 大 ピ ー ク に つ い て 、 前 記 関 連 し た 識 別 子 コ ー ド に よ っ て 特 定 さ れ た 前 記
端 末 の 前 記 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 、 前 記 検 出 さ れ た 相 関 の ピ ー ク に 対 応 す る 時
刻 と 、 前 記 識 別 子 コ ー ド に 関 連 し た 前 記 間 隔 の 開 始 時 刻 と の 時 間 差 と し て 求 め る ス テ ッ プ
（ １ ８ ８ ） と 、
か ら 成 る ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 少 な く と も ２ つ の 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） （ Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ ） に 関 係 し た 少 な く と も
２ つ の 端 末 コ ー ド の う ち か ら 前 記 端 末 （ ４ ） （ Ｔ １ ） に 関 係 し た 端 末 識 別 子 コ ー ド を 決 定
す る こ と を 含 み 、
　 別 個 の シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ ） が 各 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） か ら 前
記 基 地 局 （ ６ ） へ １ つ の 上 り リ ン ク で 送 信 さ れ 、
　 信 号 の 時 間 合 計 を 形 成 す る 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ８ ）
は 、 固 定 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５ ４ ） 内 で 実 行 さ れ る 共 通 の 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ １ ６ ６ ）
を 含 み 且 つ 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） を 使 用 す る 処 理 ス テ ッ プ （ １ ６ ０ ） に お い
て 同 時 に 処 理 さ れ 、
　 前 記 処 理 ス テ ッ プ （ １ ６ ０ ） は 、 以 下 の ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス で あ っ て 、
　 前 記 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） に お い て 一 組 の サ ン プ ル を 受 信 す る ス テ ッ
プ （ １ ６ ２ ） と 、
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　 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 サ ン プ ル の 時 間 合 計 か ら 、 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５
４ ） の 外 部 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル を 除 去 す る ス テ ッ プ （ １ ６ ４ ） と 、
　 前 記 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５ ４ ） 内 で 受 信 さ れ た 前 記 サ ン プ ル に 対 し て 第 １ の 高 速 フ ー
リ エ 変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ ） を 実 行 す る ス テ ッ プ （ １ ９ ０ ） と 、
　 前 記 得 ら れ た 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル に 、 第 ２ の 高 速 フ ー リ エ 変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ ） （ ２ ０ ０ ）
か ら 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） の 前 記 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル
を 乗 算 す る ス テ ッ プ （ １ ９ ２ ） と 、
　 乗 算 ス テ ッ プ （ １ ９ ２ ） に お い て 得 ら れ た 前 記 サ ン プ ル に 対 し て 逆 高 速 フ ー リ エ 変 換 を
実 行 す る ス テ ッ プ （ １ ９ ４ ） と 、
　 ス テ ッ プ （ １ ９ ４ ） か ら 結 果 と し て 得 ら れ た 前 記 時 間 領 域 の サ ン プ ル を 、 前 記 参 照 シ ー
ケ ン ス の 長 さ Ｎ か ら １ を 引 い た も の に 等 し い 長 さ の ア レ イ に 記 憶 す る ス テ ッ プ と 、
　 時 間 領 域 の 相 関 期 間 に お い て 一 組 の 最 大 の 相 関 ピ ー ク を 検 出 す る ス テ ッ プ （ １ ８ ６ ） と
、
　 各 最 大 ピ ー ク に つ い て 、 前 記 時 間 領 域 の 相 関 期 間 の １ つ の 間 隔 に 単 独 で 関 連 し た コ ー ド
で あ る と し て 前 記 識 別 子 コ ー ド を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 各 最 大 ピ ー ク に つ い て 、 前 記 関 連 し た 識 別 子 コ ー ド に よ っ て 特 定 さ れ た 前 記 端 末 の 前 記
ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 、 前 記 検 出 さ れ た 相 関 の ピ ー ク に 対 応 す る 時 刻 と 、 前 記 識 別 子 コ
ー ド に 関 連 し た 前 記 間 隔 の 開 始 時 刻 と の 時 間 差 と し て 求 め る ス テ ッ プ （ １ ８ ８ ） と 、
か ら 成 る ス テ ッ プ の シ ー ケ ン ス を さ ら に 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ３ ～ ７ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も ２ つ の 端 末 が 上 り リ ン ク に お い て 同 期 さ れ 、
　 異 な る シ グ ネ チ ャ が 各 端 末 に 割 り 当 て ら れ 、 各 シ グ ネ チ ャ は 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス
を 巡 回 シ フ ト し た も の で あ り 、
　 上 り リ ン ク で 同 期 さ れ た 端 末 に 割 り 当 て ら れ た 前 記 一 組 の シ グ ネ チ ャ は 、 コ ン パ ク ト グ
ル ー プ を 形 成 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 基 地 局 （ ６ ） 、 端 末 （ ４ ） を 備 え る 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 端 末 は 、
　 開 始 指 令 信 号 （ ２ ４ ） の 終 端 （ ３ ０ ） を 受 信 す る た め の 受 信 手 段 と 、
　 前 記 開 始 指 令 信 号 （ ２ ４ ） の 前 記 終 端 （ ３ ０ ） の 受 信 後 に 、 シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ２ 、 ３
６ 、 ４ ０ ） を 前 記 基 地 局 （ ６ ） へ 上 り リ ン ク で 送 信 す る た め の 送 信 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 基 地 局 は 、
　 前 記 開 始 指 令 信 号 （ ２ ４ ） を 前 記 端 末 （ ４ ） へ 下 り リ ン ク で 送 信 す る た め の 送 信 手 段 と
、
　 受 信 シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ ） を シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト （ ２ ８ ） 内
に お い て 受 信 す る た め の 手 段 と 、
　 前 記 受 信 シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ ） を 前 記 基 地 局 （ ６ ） に お い て 処 理 す る た
め の 手 段 で あ っ て 、 そ れ に よ っ て 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 情 報 を 提 供 す る 、 処 理 す る た め
の 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 処 理 す る た め の 手 段 は 、 前 記 シ グ ネ チ ャ 信 号 （ ３ ２ 、 ３ ６ 、 ４ ０ ） を 計 算 す る た め
の 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 固 定 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５
４ ） 内 で 実 行 さ れ る 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ ６ ６ ） を 実 行 す る こ と が で き る 、
こ と を 特 徴 す る 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も ２ つ の 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） を 備 え 、
　 前 記 処 理 す る た め の 手 段 は 、 少 な く と も ２ つ の 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） （ Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、
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Ｔ ３ ） に 関 係 し た 少 な く と も ２ つ の 端 末 コ ー ド の う ち か ら 、 前 記 端 末 （ ４ ） （ Ｔ １ ） に 関
係 し た 端 末 識 別 子 コ ー ド を 求 め る こ と が で き 、
　 別 個 の シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 １ ２ ６ ） が 各 端 末 （ ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ ） か ら 前
記 基 地 局 （ ６ ） へ １ つ の 上 り リ ン ク で 送 信 さ れ 、
　 信 号 の 時 間 合 計 を 形 成 す る 前 記 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ 信 号 （ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ８ ）
は 、 固 定 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ （ ５ ４ ） 内 で 実 行 さ れ る 共 通 の 巡 回 相 関 ス テ ッ プ （ １ ６ ６ ）
を 含 み 且 つ 前 記 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） を 使 用 す る 処 理 ス テ ッ プ （ １ ６ ０ ） に お い
て 同 時 に 処 理 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 第 １ の 端 末 が 、 第 １ の 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス （ ４ ８ ） と し て 第 １ の Ｚ
ａ ｄ ｏ ｆ ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ シ ー ケ ン ス を 使 用 し 、
　 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 端 末 が 、 第 ２ の 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス と し て 第 ２ の Ｚ ａ ｄ ｏ ｆ
ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ を 使 用 し 、
　 前 記 第 ２ の Ｚ ａ ｄ ｏ ｆ ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ は 、 前 記 第 １ の Ｚ ａ ｄ ｏ ｆ ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ シ ー ケ ン ス の 逆
シ ー ケ ン ス で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 ［ 発 明 の 技 術 分 野 ］
　 本 発 明 は 、 上 り リ ン ク ト ラ フ ィ ッ ク 多 重 フ レ ー ム に 多 重 化 さ れ た 専 用 タ イ ム ス ロ ッ ト 内
で 受 信 さ れ た Ｒ Ａ Ｃ Ｈ 信 号 か ら 携 帯 電 話 端 末 に 付 随 す る 複 数 の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推
定 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 ［ 発 明 の 背 景 ］
　 一 組 の 端 末 （ Ｔ ） か ら 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ） へ の 上 り リ ン ク （ Ｕ Ｌ ） 及 び 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ） か ら
一 組 の 端 末 の 各 端 末 （ Ｔ ） へ の 下 り リ ン ク （ Ｄ Ｌ ） を 備 え る Ｕ Ｍ Ｔ Ｓ の よ う な 携 帯 電 話 通
信 シ ス テ ム で は 、 時 間 領 域 に お い て ラ ン ダ ム ア ク セ ス チ ャ ネ ル （ Ｒ Ａ Ｃ Ｈ ） を 提 供 す る こ
と が 周 知 で あ る 。 Ｒ Ａ Ｃ Ｈ は 、 上 り リ ン ク （ Ｕ Ｌ ） ト ラ フ ィ ッ ク で 時 間 多 重 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 り リ ン ク に お い て 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス は 、 通 常 、 ト ラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル が タ イ ミ ン グ
ア ド バ ン ス （ timing advance） メ カ ニ ズ ム に よ っ て し っ か り と 同 期 さ れ た ス ケ ジ ュ ー リ ン
グ さ れ た ト ラ フ ィ ッ ク と 対 照 的 な 意 味 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 際 に 、 （ 時 間 、 符 号 、 及 び ／ 又 は 周 波 数 に お け る ） 上 り リ ン ク 資 源 が 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ）
に よ っ て 端 末 に 割 り 当 て ら れ て い な い 場 合 に は 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス が 端 末 に よ っ て 使 用 さ
れ る 。 た と え ば 、 こ れ は 、 端 末 に 電 源 が 投 入 さ れ た 時 の ネ ッ ト ワ ー ク へ の 初 期 ア ク セ ス の
場 合 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ た と え ば 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 を 使 用 す る ） い く つ か の 通 信 シ ス テ ム で は 、 基 地 局 に
お い て 上 り リ ン ク を 同 期 さ せ る こ と が 、 性 能 を 増 大 す る の に 有 益 で あ り 、 動 作 に も 必 要 と
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ は 、 タ イ ミ ン グ ア ド バ ン ス 手 段 に よ っ て 得 ら れ る 。 こ の タ イ ミ ン グ ア ド バ ン ス 手 段
に よ っ て 、 基 地 局 は 、 各 端 末 と の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 （ Ｒ Ｔ Ｄ ） （ ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅
延 は 、 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ） と 端 末 （ Ｔ ） と の 間 の 距 離 に 依 存 す る ） を 測 定 し 、 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ）
に お い て 各 端 末 の デ ー タ を 他 の 上 り リ ン ク の 端 末 の デ ー タ と 整 列 (align)さ せ る た め に 、
各 端 末 が 自 身 の 上 り リ ン ク デ ー タ 送 信 を シ フ ト す る よ う 、 各 端 末 に 特 有 の タ イ ミ ン グ ア ド
バ ン ス 情 報 を 端 末 に 送 信 す る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-312380 A 2007.11.29



【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 測 定 す る 周 知 の 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 。 ま ず 第 １ に 、
端 末 （ Ｔ ） は 、 デ ー タ タ イ ミ ン グ 同 期 、 フ レ ー ム 同 期 、 及 び 周 波 数 同 期 を 含 む 下 り リ ン ク
（ Ｄ Ｌ ） 同 期 を 実 行 す る 。 次 に 、 端 末 は 、 所 定 の シ ン ボ ル の 受 信 の 終 了 直 後 （ た と え ば 、
下 り リ ン ク （ Ｄ Ｌ ） フ レ ー ム の 最 初 の 同 期 サ ブ フ レ ー ム の 終 了 後 ） に 、 少 な く と も プ リ ア
ン ブ ル （ シ グ ネ チ ャ と も 呼 ば れ る ） 及 び 場 合 に よ り メ ッ セ ー ジ を 含 む 、 自 身 に 関 連 し た Ｒ
Ａ Ｃ Ｈ を 送 信 す る 。 最 後 に 、 基 地 局 （ Ｂ Ｓ ） は 、 Ｒ Ａ Ｃ Ｈ シ グ ネ チ ャ を 検 出 し 、 所 定 の シ
ン ボ ル の 下 り リ ン ク 送 信 の 終 端 と 、 結 局 は 端 末 レ ベ ル で の 所 定 の 処 理 継 続 時 間 後 の 上 り リ
ン ク の Ｒ Ａ Ｃ Ｈ 受 信 の 始 端 と の 間 の 遅 延 と し て 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ を 求 め る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 質 的 に 分 か る よ う に 、 Ｒ Ａ Ｃ Ｈ シ グ ネ チ ャ は 粗 く 同 期 さ れ 、 基 地 局 に お け る 上 り リ ン
ク の シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト は 、 同 期 さ れ た ス ケ ジ ュ ー ル ト ラ フ ィ ッ ク デ ー タ と の
あ ら ゆ る 望 ま し く な い 干 渉 を 回 避 す る た め に 、 注 意 深 く 把 握 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 般 的 な 場 合 に 、 ト ラ フ ィ ッ ク 多 重 及 び ／ 又 は 送 受 信 複 信 の タ イ プ に つ い て は 、 こ の よ
う な 干 渉 を 回 避 す る た め に ア イ ド ル 期 間 が 必 要 と さ れ る 。 こ の 干 渉 お よ び ア イ ド ル 期 間 は
最 小 に さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 時 間 領 域 に お け る 通 常 の 相 関 プ ロ セ ス を 使 用 す る と 、 ス ラ イ デ ィ ン グ 相 関 ウ ィ ン ド ウ （
sliding correlation window） 又 は 櫛 相 関 ア ー キ テ ク チ ャ （ comb correlating architect
ure） を 使 用 す る 必 要 が あ る の で 、 相 関 プ ロ セ ス に よ っ て 生 成 さ れ る 自 己 雑 音 は 限 定 さ れ
る が 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト の サ イ ズ は 最 小 化 で き な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 サ イ ズ が 固 定 相 関 ウ ィ ン ド ウ を 使 用 す る こ と に よ っ て 最 小 に さ れ る 時 、 相 関 プ ロ セ ス に
よ っ て 生 成 さ れ る 自 己 雑 音 は 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ５ ４ ６ ０ ６ ２ 号 明 細 書 （ 要 約 書 、 請 求 項 １ ～ ３ お よ び １ ６ ～
１ ８ 、 第 １ 図 、 第 ４ 図 、 第 ６ 図 、 第 ７ 欄 ３ ０ ～ ６ ０ 行 、 第 １ ０ 欄 ４ ０ ～ ６ ５ 行 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ６ ３ ８ ８ ９ ９ ７ 号 明 細 書 （ 要 約 書 、 第 ２ 図 、 第 ８ ａ 図 、 第 １ ０
欄 １ ０ ～ ３ ４ 行 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ５ ／ ０ ０ ４ ７ ５ ３ ０ 号 明 細 書 （ 要 約 書 、 ０ ０ ３
２ 段 落 ～ ０ ０ ３ ９ 段 落 ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 JECHOUX B他 著 「 Concatenated extended complementary sequences for
 inter-base station synchronization in UMTS TDD mode」  VTC FALL 2001.  IEEE 54TH
. VEHICULAR TECHNOLOGY CONFERENCE.  PROCEEDINGS. ATLANTIC CITY, NJ, OCT. 7 - 11,
 2001, IEEE VEHICULAR TECHNOLOGY CONFERENCE, NEW YORK, NY : IEEE, US, vol. VOL. 
1 OF 4. CONF. 54,２ ０ ０ １ 年 １ ０ 月 ７ 日 ， １ ６ ９ １ ～ １ ６ ９ ５ ペ ー ジ , XP010562252 ISB
N: 0-7803-7005-8（ 要 約 書 、 ０ Ｉ Ｉ Ｉ 段 落 ～ ０ ０ Ｉ Ｖ 段 落 ）
【 ０ ０ １ ３ 】
　 対 象 と な る 問 題 は 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト の サ イ ズ を 最 小 に す る た め に 固 定 相
関 ウ ィ ン ド ウ を 使 用 す る と 、 相 関 プ ロ セ ス に よ っ て 生 成 さ れ る 自 己 雑 音 が 増 加 し 、 ラ ウ ン
ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｄ Ｔ 推 定 精 度 が 減 少 す る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 ［ 発 明 の 概 要 ］
　 本 発 明 の 目 的 は 、 Ｒ Ｔ Ｄ 推 定 の 精 度 を 増 加 さ せ る 、 サ イ ズ が 最 適 化 さ れ た シ グ ネ チ ャ 受
信 タ イ ム ス ロ ッ ト を 有 す る 、 時 間 領 域 で の Ｒ Ｔ Ｄ 推 定 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は ［ 請 求 項 １ ］ に 関 係 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 定 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 伝 播 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る た め の 方 法 は 、 次 の
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特 徴 ： ［ 従 属 請 求 項 ２ ～ １ ５ ］ の １ つ 又 は ２ つ 以 上 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 通 信 シ ス テ ム ［ 請 求 項 １ ６ ］ に も 関 係 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 定 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 こ の 通 信 シ ス テ ム は 、 次 の 特 徴 ： ［ 従 属 請 求 項 １ ７ ～ １ ８
］ の １ つ 又 は ２ つ 以 上 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の よ り 良 い 理 解 は 、 以 下 の 説 明 を 読 む こ と に よ っ て 容 易 に な る 。 以 下 の 説 明 は 、
も っ ぱ ら 例 と し て の み 与 え ら れ る も の で あ り 、 図 面 に 関 し て の み 与 え ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 、 単 一 の 端 末 移 動 体 通 信 シ ス テ ム ２ の ３ つ の 構 成 を 示 す 。 こ の 単 一 の 端 末 移 動 体
通 信 シ ス テ ム ２ は 、 Ｔ １ と し て 参 照 さ れ る ユ ー ザ 端 末 ４ 及 び Ｂ Ｓ と し て 参 照 さ れ る 基 地 局
６ を 備 え る 。 第 １ の 構 成 で は 、 端 末 ４ は 、 Ｐ １ と し て 参 照 さ れ る 第 １ の 位 置 に 位 置 す る 。
第 ２ の 構 成 で は 、 端 末 ４ は 、 Ｐ ２ と し て 参 照 さ れ る 第 ２ の 位 置 に 位 置 す る 。 第 ３ の 位 置 で
は 、 端 末 ４ は 、 Ｐ ３ と し て 参 照 さ れ る 第 ２ の 位 置 に 位 置 す る 。 Ｐ １ は Ｂ Ｓ に 近 い 一 方 、 Ｐ
２ は Ｂ Ｓ か ら よ り 遠 く に 位 置 し 、 Ｐ ３ は Ｂ Ｓ か ら 最 も 遠 く に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 位 置 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に お い て 、 端 末 ４ は 、 Ｂ Ｓ か ら 送 信 さ れ た 同 じ 下 り リ ン ク
信 号 ８ を 、 し か し 異 な る 伝 播 経 路 遅 延 を も っ て 、 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 位 置 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に お い て 、 端 末 は 、 各 上 り リ ン ク 信 号 １ ０ 、 １ ２ 、 及 び １
４ を 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 地 局 ６ が 移 動 体 ４ へ デ ー タ を 送 信 し 、 端 末 ４ が こ れ を 受 信 し 即 時 再 送 し た 後 に 基 地 局
６ が 同 じ デ ー タ を 受 信 す る の に 要 す る 時 間 は 、 ２ 方 向 の 経 路 の 距 離 に 依 存 し 、 ラ ウ ン ド ト
リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 は 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ
Ｄ １ 、 Ｒ Ｔ Ｄ ２ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ３ と し て そ れ ぞ れ 参 照 さ れ 、 Ｒ Ｔ Ｄ １ ＜ Ｒ Ｔ Ｄ ２ ＜ Ｒ Ｔ Ｄ ３
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 位 置 Ｐ ３ に よ り 画 定 さ れ る 最 大 カ バ レ ッ ジ 範 囲 は 、 基 地 局 ６ が 受 け 持 つ セ ル １ ６
を 画 定 し 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ に よ っ て 特 徴 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 、 下 り リ ン ク １ ８ 及 び 上 り リ ン ク ２ ０ の デ ー タ 構 造 を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 横
座 標 軸 に 付 随 す る 時 間 は 、 左 か ら 右 に 流 れ て い る 。 下 り リ ン ク フ レ ー ム １ ８ は 、 い く つ か
の ト ラ フ ィ ッ ク デ ー タ バ ー ス ト ２ ２ 及 び 規 則 的 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 同 期 バ ー ス ト を
時 間 多 重 し た も の で あ る 。 こ こ で は 、 １ つ の 同 期 バ ー ス ト ２ ４ の み が 示 さ れ て い る 。 基 地
局 ８ レ ベ ル に お け る 上 り リ ン ク フ レ ー ム ２ ０ は 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ た ト ラ フ ィ ッ ク デ
ー タ ２ ６ 及 び 規 則 的 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た Ｒ Ａ Ｃ Ｈ （ ラ ン ダ ム ア ク セ ス チ ャ ネ ル ） 受
信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８ を 時 間 多 重 し た も の で あ る 。 同 期 特 性 に 関 す る Ｒ Ａ Ｃ Ｈ の 有 用 な 部
分 は 、 シ グ ネ チ ャ と も 呼 ば れ る そ の プ リ ア ン ブ ル で あ る の で 、 以 下 で は シ グ ネ チ ャ の み を
説 明 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 端 末 ４ が 上 り リ ン ク に お い て 基 地 局 ６ と 同 期 す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 Ｂ Ｓ か ら 送
信 さ れ た 同 期 バ ー ス ト ２ ４ の 終 端 信 号 ３ ０ の 伝 播 後 で 且 つ 受 信 時 、 場 合 に よ っ て は 、 所 定
の 継 続 時 間 の 後 に 、 端 末 ４ は シ グ ネ チ ャ を 送 信 す る 。 こ の シ グ ネ チ ャ は 、 そ の デ ー タ 構 造
に つ い て は Ｓ Ｇ Ｎ １ と し て 参 照 さ れ 、 ま た 、 端 末 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ の 送 信 ロ ケ ー シ ョ
ン に 応 じ て そ れ ぞ れ ３ ２ 、 ３ ６ 、 及 び ４ ０ と し て 参 照 さ れ る 。 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ
ッ ト ２ ８ 内 で 受 信 さ れ た シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ は 、 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に 位 置 す る 端 末 か
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ら 発 行 さ れ る と 、 端 末 の 位 置 に 応 じ て 異 な っ て 位 置 し 、 そ れ ぞ れ ３ ４ 、 ３ ８ 、 ４ ２ と し て
参 照 さ れ る 。 同 期 バ ー ス ト ２ ４ の 開 始 指 令 時 刻 (start order time)３ ０ と 、 基 地 局 ６ レ ベ
ル で の シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ の 受 信 の 終 端 と の 間 の 時 間 の 差 、 場 合 に よ っ て は 端 末 レ ベ ル で
の 所 定 の 継 続 時 間 後 に お け る 時 間 の 差 は 、 端 末 ４ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 に 等 し く な る 。
受 信 シ グ ネ チ ャ ３ ４ （ 実 線 の フ レ ー ム ） 、 ３ ８ （ 破 線 の フ レ ー ム ） 、 及 び ４ ２ （ 二 点 鎖 線
の フ レ ー ム ） に そ れ ぞ れ 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 が 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ
１ 、 Ｒ Ｔ Ｄ ２ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ３ と な る 。 図 ２ で は 、 シ グ ネ チ ャ 末 端 の 伝 播 経 路 が 、 基 地 局 か
ら の 距 離 対 時 間 の 軸 フ レ ー ム に お い て 太 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 、 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ の デ ー タ 構 造 ４ ４ を 示 す 。 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ は 、 Ｓ Ｅ Ｑ
Ｂ １ と し て 参 照 さ れ る 参 照 シ ー ケ ン ス ４ ８ に 分 割 で き る 一 組 の デ ー タ ４ ６ と 、 シ グ ネ チ ャ
Ｓ Ｇ Ｎ １ の テ ー ル 部 と み な す こ と が で き る 、 Ｓ Ｇ Ｎ １ － Ｔ と し て 参 照 さ れ る 巡 回 拡 張 部 ５
２ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ は 、 ａ １ か ら ａ Ｎ の 一 組 の 連 続 デ ー タ で あ る 。 Ｎ は 、 参 照 シ
ー ケ ン ス ４ ４ の 長 さ で あ る 。 端 末 に よ っ て 送 信 さ れ る 時 、 Ｓ Ｇ Ｎ １ の 最 初 の 送 信 デ ー タ は
ａ １ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ の 参 照 シ ー ケ ン ス の ヘ ッ ド 部 ５ ０ は 、 ａ １ か ら ａ Ｋ に わ た る デ ー タ シ ー ケ ン
ス で あ り 、 巡 回 拡 張 部 Ｓ Ｇ Ｎ １ － Ｔ は 、 ヘ ッ ド 部 Ｓ Ｇ Ｎ １ － Ｈ と 同 じ デ ー タ 構 造 を 有 す る
。 一 変 形 で は 、 巡 回 拡 張 部 は 、 シ グ ネ チ ャ の 先 頭 に 配 置 す る こ と が で き 、 シ ー ケ ン ス の テ
ー ル 部 と 同 じ デ ー タ 構 造 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 シ ー ケ ン ス は 、 Ｃ Ａ Ｚ Ａ Ｃ （ 定 振 幅 ゼ ロ 自 己 相 関 (Constant Amplitude Zero A
uto-Correlation)） シ ー ケ ン ス で あ り 、 よ り 詳 細 に は 、 以 下 の よ う に 定 義 さ れ る Ｚ ａ ｄ ｏ
ｆ ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ シ ー ケ ン ス で あ る 。
Ｎ が 偶 数 の 場 合 、
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
Ｎ が 奇 数 の 場 合 、
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
こ こ で 、 Ｗ Ｎ ＝ ｅ ｘ ｐ （ － ｊ ２ π ｒ ／ Ｎ ） で あ り 、 ｒ は Ｎ と 互 い に 素 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｃ Ａ Ｚ Ａ Ｃ シ ー ケ ン ス は 、 デ ィ ラ ッ ク 関 数 で あ る 周 期 的 な 自 己 相 関 関 数 で あ る 。 定 振 幅
で あ る こ と に よ っ て 、 高 電 力 送 信 が 必 要 と さ れ る 場 合 の 非 線 形 性 に 対 す る 良 好 な 保 護 が 可
能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 変 形 と し て 、 シ ー ケ ン ス Ｚ Ａ Ｃ （ ゼ ロ 自 己 相 関 (Zero Auto-Correlation)） も 使 用 す
る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 、 ３ つ の 異 な る 位 置 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に 位 置 す る 同 じ 端 末 Ｔ １ に 対 応 す る ３
つ の シ グ ネ チ ャ ３ ４ 、 ３ ６ 、 ３ ８ が 重 ね て 置 か れ た 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８
を 示 す 。 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８ は 、 す べ て の 受 信 シ グ ネ チ ャ ３ ４ 、 ３ ６ 、 及
び ３ ８ を 一 体 的 に 含 む よ う に 配 置 さ れ 、 し た が っ て 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 の 全 範 囲 を カ
バ ー す る 。 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８ は 、 時 間 が 固 定 さ れ て い る 相 関 時 間 ウ ィ ン
ド ウ ５ ４ を 備 え る 。 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ の 長 さ は 、 参 照 シ ー ケ ン ス の 長 さ Ｎ に 等 し く
、 こ の 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ に お い て 巡 回 相 関 プ ロ セ ス が 実 行 さ れ る 。 相 関 プ ロ セ ス の
開 始 時 刻 ５ ６ は 、 図 ４ の 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ の 右 端 に 対 応 す る 。 端 末 ４ に 割 り 当 て ら れ た
シ グ ネ チ ャ ３ ４ の 受 信 の 開 始 時 刻 ５ ８ は 、 端 末 ４ が 基 地 局 ６ に 非 常 に 接 近 し て 位 置 し て い
る と 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８ の 右 端 に 対 応 す る 。 時 刻 ５ ６ 及 び ５ ８ に よ っ て
範 囲 が 定 め ら れ た 時 間 間 隔 は 、 ア イ ド ル 期 間 ６ ０ を 規 定 す る 。 ア イ ド ル 期 間 ６ ０ は 、 シ グ
ネ チ ャ 又 は Ｒ Ａ Ｃ Ｈ の 、 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ さ れ た ト ラ フ ィ ッ ク デ ー タ と の 干 渉 を 回 避 す る
た め に 必 要 と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ の 巡 回 拡 張 部 ５ ２ は 、 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ 内 に 含 ま れ る あ ら
ゆ る 受 信 シ グ ネ チ ャ ３ ４ 、 ３ ６ 、 ３ ８ に つ い て 、 巡 回 的 に 完 全 な 一 組 の 参 照 シ ー ケ ン ス デ
ー タ が 受 信 さ れ る こ と を 保 証 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し た が っ て 、 相 関 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ 内 に 含 ま れ る ど の 受 信 シ グ ネ チ ャ デ ー タ も 、 Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ
１ か ら 導 出 さ れ た 、 巡 回 シ フ ト さ れ た 参 照 シ ー ケ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ を 基 準 と し た 、 巡 回 シ フ ト さ れ た 参 照 シ ー ケ ン ス の 巡 回 シ フ
ト を 求 め る こ と に よ っ て 、 端 末 Ｔ １ が 受 け る 対 応 し た ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 が 提 供 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ で 分 か る よ う に 、 シ グ ネ チ ャ ３ ８ の 最 大 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ は 、 相 関 時
間 ウ ィ ン ド ウ 内 に 含 ま れ る シ グ ネ チ ャ デ ー タ を 巡 回 シ フ ト し た も の で も あ る 巡 回 拡 張 部 ５
２ の 長 さ に 等 し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 単 一 の 端 末 移 動 体 通 信 シ ス テ ム ２ の 基 地 局 Ｂ Ｓ レ ベ ル に お け
る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 推 定 す る の に 使 用 さ れ る 方 法 ６ ２ の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 最 初 の ス テ ッ プ ６ ４ に お い て 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 ス ロ ッ ト ２ ８ 内 の 完 全 な シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ
Ｎ １ の 受 信 後 、 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ の 外 部 に 位 置 す る 受 信 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ の サ ン
プ ル が ス テ ッ プ ６ ５ に お い て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 続 い て 、 次 の ス テ ッ プ ６ ６ に お い て 、 巡 回 相 関 が 、 初 期 の ゼ ロ シ フ ト さ れ て フ ィ ル タ リ
ン グ さ れ た 受 信 シ ー ケ ン ス と し て リ ン グ シ フ ト レ ジ ス タ に 入 力 さ れ た 残 り の サ ン プ ル に 対
し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ ６ ６ は 、 ス テ ッ プ ６ ７ 、 ６ ８ 、 ６ ９ 、 ７ ０ 、 ７ １ 、 及 び ７ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 シ フ ト カ ウ ン タ ｉ ｃ が 、 ス テ ッ プ ６ ７ に お い て 、 シ フ ト カ ウ ン タ ｉ ｃ の 値 を １ に 設 定 す
る こ と に よ り 最 初 に 初 期 化 さ れ る 。 次 に 、 ス テ ッ プ ６ ８ に お い て 、 サ ン プ ル ご と の 積 の 総
和 が 、 固 有 の 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ と 、 ｉ ｃ － １ だ け シ フ ト さ れ て フ ィ ル タ リ ン グ さ
れ た 受 信 シ ー ケ ン ス と に 対 し て 実 行 さ れ る 。 ス テ ッ プ ６ ８ か ら 結 果 と し て 得 ら れ た 積 の 合
計 Ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ （ ｉ ｃ ） は 、 ス テ ッ プ ６ ９ に よ り 、 １ か ら Ｎ － １ ま で イ ン デ ッ ク ス さ れ る ア
レ イ の イ ン デ ッ ク ス ｉ ｃ － １ に 記 憶 さ れ る 。 ス テ ッ プ ６ ９ の 後 に ス テ ッ プ ７ ０ が 続 き 、 実
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際 の カ ウ ン タ 値 ｉ ｃ が Ｎ と 比 較 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ｉ ｃ が Ｎ と 異 な る 場 合 、 カ ウ ン タ 値 ｉ ｃ は 、 ス テ ッ プ ７ １ に お い て １ つ だ け イ ン ク リ メ
ン ト さ れ 、 リ ン グ レ ジ ス タ の 実 際 の シ フ ト 受 信 シ ー ケ ン ス は 、 １ サ ン プ ル 期 間 だ け シ フ ト
さ れ る 。 次 に 、 ス テ ッ プ ６ ８ 、 ６ ９ 、 ７ ０ が 再 び 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ｉ ｃ が Ｎ に 等 し い 場 合 、 積 の 合 計 配 列 Ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ （ ｉ ｃ ） の 最 大 値 と し て 相 関 ピ ー ク を
検 出 す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ ７ ４ が 進 行 す る 。 積 の 合 計 Ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ （ ｉ ｃ ） が 最 大 に な
る ｉ ｃ ｍ ａ ｘ の 値 が 、 ス テ ッ プ ７ ６ に お い て 、 ｔ （ Ｓ Ｇ Ｎ １ ） と し て 参 照 さ れ る 受 信 シ グ
ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ の 推 定 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 と し て 特 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す よ う な 方 法 ６ ２ が 、 同 じ シ ー ケ ン
ス の ス テ ッ プ ６ ４ 、 ６ ５ 、 ６ ６ 、 ７ ４ 、 及 び ７ ６ を 含 む 。 こ れ ら の ス テ ッ プ は 、 ス テ ッ プ
６ ６ を 除 い て す べ て 同 じ で あ る 。 ス テ ッ プ ６ ６ で は 、 ス テ ッ プ ７ ７ 、 ７ ８ 、 及 び ８ ０ が 続
け て 実 行 さ れ る 。 ス テ ッ プ ７ ７ に お い て 、 第 １ の Ｆ Ｆ Ｔ （ 高 速 フ ー リ エ 変 換 ） が 、 ス テ ッ
プ ６ ５ か ら 結 果 と し て 得 ら れ た 時 間 領 域 の サ ン プ ル を 周 波 数 領 域 の 受 信 サ ン プ ル に 変 換 す
る 。 次 に 、 ス テ ッ プ ７ ８ に お い て 、 周 波 数 領 域 に 変 換 さ れ た サ ン プ ル に 、 ス テ ッ プ ８ ０ に
よ っ て 得 ら れ た 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ の 対 応 す る 周 波 数 領 域 の サ ン プ ル が 乗 算 さ れ る
。 ス テ ッ プ ８ ０ に お い て 、 ス テ ッ プ ８ ０ に よ り 時 間 領 域 の 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ を 入
力 し た 後 、 第 ２ の Ｆ Ｆ Ｔ が ス テ ッ プ ８ ４ に よ っ て 実 行 さ れ る 。 ２ つ の Ｆ Ｆ Ｔ の 結 果 を 乗 算
し た 後 、 次 に 、 Ｉ Ｆ Ｆ Ｔ （ 逆 高 速 フ ー リ エ 変 換 ） が ス テ ッ プ ８ ０ に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ の チ ャ ー ト ８ ６ に 、 図 １ の ３ つ の 構 成 の 相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ｔ ｓ ｔ ａ ｒ ｔ ３ ０ を 基 準 と し た 、 実 線 ８ ８ 、 破 線 ９ ０ の ピ ー ク 、 及 び 二 点 鎖 線 ９ ２ の 時
間 軸 上 の 各 位 置 は 、 第 １ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ １ 、 第 ２ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延
Ｒ Ｔ Ｄ ２ 、 及 び 第 ３ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ８ 、 図 ９ 、 及 び 図 １ ０ は 、 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及 び Ｔ ３ と し て 参 照 さ れ る ３ つ の 異 な る 端 末
４ 、 ９ ４ 、 及 び ９ ８ を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の ３ つ の 構 成 を 示 し 、 そ れ ぞ れ の 図 に
お い て ３ つ の 端 末 は 実 線 の 四 角 形 、 破 線 の 四 角 形 、 二 点 鎖 線 の 四 角 形 に 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ８ に 示 す よ う な 第 １ の 構 成 ９ ３ で は 、 端 末 ４ （ Ｔ １ ） は Ｐ １ に 位 置 す る 一 方 、 端 末 ９
４ （ Ｔ ２ ） 及 び 端 末 ９ ６ （ Ｔ ３ ） は Ｐ ２ 及 び Ｐ ３ に そ れ ぞ れ 位 置 す る 。 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及 び
Ｔ ３ に 割 り 当 て ら れ た 各 上 り リ ン ク は 、 ９ ８ 、 １ ０ ０ 、 及 び １ ０ ２ と し て 参 照 さ れ る 。 第
１ の 構 成 ９ ３ で は 、 端 末 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及 び Ｔ ３ へ の 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 は 、 そ
れ ぞ れ ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ １ 、 Ｒ Ｔ Ｄ ２ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ３ と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ９ に 示 す よ う な 第 ２ の 構 成 １ ０ ３ で は 、 端 末 ４ （ Ｔ １ ） が Ｐ ３ に 位 置 す る 一 方 、 端 末
９ ４ （ Ｔ ２ ） 及 び 端 末 ９ ６ （ Ｔ ３ ） は Ｐ １ 及 び Ｐ ２ に そ れ ぞ れ 位 置 す る 。 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及
び Ｔ ３ に 割 り 当 て ら れ た 各 上 り リ ン ク は 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ４ 、 及 び １ ０ ６ と し て 参 照 さ れ る
。 第 ２ の 構 成 １ ０ ３ で は 、 端 末 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及 び Ｔ ３ へ の 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延
は 、 そ れ ぞ れ ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ 、 Ｒ Ｔ Ｄ １ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う な 第 ３ の 構 成 １ １ ０ で は 、 端 末 ４ （ Ｔ １ ） が Ｐ ２ に 位 置 す る 一 方 、 端
末 ９ ４ （ Ｔ ２ ） 及 び 端 末 ９ ６ （ Ｔ ３ ） は Ｐ ３ 及 び Ｐ １ に そ れ ぞ れ 位 置 す る 。 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、
及 び Ｔ ３ に 割 り 当 て ら れ た 各 上 り リ ン ク は 、 １ １ ４ 、 １ １ ６ 、 及 び １ １ ２ と し て 参 照 さ れ
る 。 第 ３ の 構 成 １ １ ０ で は 、 端 末 Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 及 び Ｔ ３ へ の 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅
延 は 、 そ れ ぞ れ ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ２ 、 Ｒ Ｔ Ｄ ３ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ １ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 図 １ １ に 、 下 り リ ン ク １ ８ 及 び 上 り リ ン ク ２ ０ の デ ー タ 構 造 を 図 ２ と 同 じ 方 法 で 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ の 構 成 ９ ３ に 関 し て 、 端 末 ４ 、 ９ ４ 、 ９ ６ が 基 地 局 ６ と 上 り リ ン ク で 同 期 す る こ と
を 可 能 に す る た め に 、 各 端 末 ４ 、 ９ ４ 、 及 び ９ ６ は 、 Ｂ Ｓ か ら 送 信 さ れ た 同 期 バ ー ス ト ２
４ の 開 始 指 令 信 号 ３ ０ の 伝 播 後 で 且 つ 開 始 指 令 ３ ０ の 受 信 時 、 場 合 に よ っ て は 所 定 の 継 続
時 間 の 後 に 、 関 連 し た シ グ ネ チ ャ を 送 信 す る 。 こ の シ グ ネ チ ャ は 、 そ の デ ー タ 構 造 に つ い
て は Ｓ Ｇ Ｎ １ 、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ と し て 参 照 さ れ 、 ま た 、 そ の 端 末 の 対 応 す る ロ ケ
ー シ ョ ン 、 す な わ ち Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に つ い て は １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 及 び １ ２ ６ と し て
参 照 さ れ る 。 各 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ 、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ は 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム
ス ロ ッ ト ２ ８ 内 で 受 信 さ れ 、 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ に そ れ ぞ れ 位 置 す る 各 端 末 ４ 、 ９ ４ 、
９ ５ か ら 発 行 さ れ る と 、 端 末 の 位 置 に 応 じ て 異 な っ て 位 置 し 、 そ れ ぞ れ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、
及 び １ ２ ８ と し て 参 照 さ れ る 。 同 期 バ ー ス ト ２ ４ の 開 始 指 令 時 刻 ３ ０ と 、 基 地 局 レ ベ ル で
の 各 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ 、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ の 受 信 の 終 了 と の 間 の 時 間 の 差 、 場 合
に よ っ て は 端 末 レ ベ ル で の 所 定 の 継 続 時 間 後 に お け る 時 間 の 差 は 、 端 末 ４ 、 ９ ４ 、 及 び ９
６ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 に そ れ ぞ れ 等 し く な る 。 受 信 シ グ ネ チ ャ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、 及 び
１ ２ ８ に そ れ ぞ れ 対 応 す る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 が 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ １ 、 Ｒ
Ｔ Ｄ ２ 、 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ３ と な る 。 図 １ １ で は 、 シ グ ネ チ ャ 末 端 の 伝 播 経 路 が 、 基 地 局 か ら の
距 離 を 表 す 縦 軸 及 び 時 間 を 表 す 水 平 軸 の ２ 軸 フ レ ー ム に お い て 太 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ こ で は 、 第 １ の 構 成 ９ ３ の 受 信 シ グ ネ チ ャ １ ２ ０ 、 １ ２ ４ 、 及 び １ ２ ８ の み が 、 シ グ
ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト ２ ８ 内 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 ２ の 構 成 １ ０ ３ に 関 し て は 、 送 信 シ グ ネ チ ャ １ ３ ０ 、 １ ３ ２ 、 及 び １ ３ ４ の み が 示 さ
れ 、 Ｔ ２ 、 Ｔ ３ 、 及 び Ｔ １ に よ っ て Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ か ら そ れ ぞ れ 発 行 さ れ た Ｓ Ｇ Ｎ
２ 、 Ｓ Ｇ Ｎ ３ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ １ と し て そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 ３ の 構 成 １ １ ０ に 関 し て は 、 送 信 シ グ ネ チ ャ １ ３ ６ 、 １ ３ ８ 、 及 び １ ４ ０ の み が 示 さ
れ 、 Ｔ ３ 、 Ｔ １ 、 及 び Ｔ ２ に よ っ て Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 及 び Ｐ ３ か ら そ れ ぞ れ 発 行 さ れ た Ｓ Ｇ Ｎ
３ 、 Ｓ Ｇ Ｎ １ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ２ と し て そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ２ は 、 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ か ら 導 出 さ れ る ３ つ の シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス を 構
築 す る 方 法 を 示 し て い る 。 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ は 、 参 照 リ ン グ １ ４ ２ に お い て 時 計
回 り に 配 置 さ れ て い る 。 Ｎ を ３ の 整 数 倍 と 仮 定 し て 、 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ は 、 Ｓ Ｂ
１ 、 Ｓ Ｂ ２ 、 及 び Ｓ Ｂ ３ と し て 参 照 さ れ る ３ つ の 連 続 し た サ ブ シ ー ケ ン ス １ ４ ６ 、 １ ４ ８
、 及 び １ ５ ０ に 等 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 Ｓ Ｂ １ は 、 ａ １ か ら ａ Ｎ ／ ３ に 及 ぶ 一 組 の デ ー タ を 含 む 。 Ｓ Ｂ ２ は 、 ａ （ Ｎ ／ ３ ） ＋ １

か ら ａ ２ Ｎ ／ ３ に 及 ぶ 一 組 の デ ー タ で あ る 。 Ｓ Ｂ ３ は 、 ａ （ ２ Ｎ ／ ３ ） ＋ １ か ら ａ Ｎ に 及
ぶ 一 組 の デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ の シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ は 、 参 照 シ ー ケ ン ス で あ り 、 連 続 し た サ ブ シ ー
ケ ン ス Ｓ Ｂ １ 、 Ｓ Ｂ ２ 、 及 び Ｓ Ｂ ３ の 組 と し て 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ ２ と し て 参 照 さ れ る 第 ２ の シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス １ ５ ２ は 、 連 続 し た サ ブ シ ー
ケ ン ス Ｓ Ｂ ２ 、 Ｓ Ｂ ３ 、 及 び Ｓ Ｂ １ の 組 と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ ３ と し て 参 照 さ れ る 第 ３ の シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス １ ５ ４ は 、 連 続 し た サ ブ シ ー
ケ ン ス Ｓ Ｂ ３ 、 Ｓ Ｂ １ 、 及 び Ｓ Ｂ ２ の 組 と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 直 線 的 に 配 備 さ れ た シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ 及 び Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ ２ 、 Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ ３ は 、 図 １ ３ 、 図
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１ ４ 、 及 び 図 １ ５ に そ れ ぞ れ 表 さ れ て い る 。 す べ て の シ ー ケ ン ス は 、 互 い に 直 交 し て い る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ の 構 築 は 上 述 さ れ て い る 。 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ は 、 Ｓ Ｇ Ｎ １ に つ
い て 上 述 し た の と 同 じ 方 法 で 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ６ に 、 ３ つ の シ ス テ ム 構 成 の す べ て の 受 信 シ グ ネ チ ャ １ １ ８ 、 １ ３ ８ 、 １ ３ ４ 、 １
３ ０ 、 １ ２ ２ 、 １ ４ ０ 、 １ ３ ６ 、 １ ３ ２ 、 １ ２ ６ が 重 ね て 配 置 さ れ た シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ
ム ス ロ ッ ト ２ ８ を 示 す 。 第 １ の 構 成 ９ ３ の シ グ ネ チ ャ は 、 実 線 に よ り 縁 取 ら れ た 長 方 形 に
囲 ま れ て い る 。 第 ２ の 構 成 の シ グ ネ チ ャ は 、 破 線 に よ り 縁 取 ら れ た 長 方 形 に 囲 ま れ て い る
。 第 ３ の 構 成 の シ グ ネ チ ャ は 、 二 点 鎖 線 に よ り 縁 取 ら れ た 長 方 形 に 囲 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 実 際 の 受 信 は 、 シ グ ネ チ ャ を 囲 む 同 じ タ イ プ の 線 と し て 見 え る は ず で あ る 。 た と え ば 、
第 １ の 構 成 の 場 合 、 実 際 の 受 信 で は 、 １ １ ８ 、 １ ２ ２ 、 及 び １ ２ ６ の み が 示 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 シ グ ネ チ ャ 巡 回 拡 張 部 ５ ２ 、 １ ５ ６ 、 及 び １ ５ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 各 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １
、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 、 及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ の シ グ ネ チ ャ の テ ー ル で あ る 。 す べ て の シ グ ネ チ ャ 拡 張 部 は 、
同 じ 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 変 形 で は 、 シ グ ネ チ ャ 巡 回 拡 張 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 各 シ グ ネ チ ャ Ｓ Ｇ Ｎ １ 、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ 、
及 び Ｓ Ｇ Ｎ ３ の シ グ ネ チ ャ ヘ ッ ド と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 １ ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 、 基 地 局 レ ベ
ル に お け る 各 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 及 び 端 末 識 別 子 コ ー ド を 併 せ て 推 定 す る の に 使 用 さ れ
る 、 方 法 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 最 初 の ス テ ッ プ １ ６ ２ に お い て 、 シ グ ネ チ ャ 受 信 ス ロ ッ ト ２ ８ の す べ て の シ グ ネ チ ャ の
和 Ｓ Ｇ Ｎ １ ＋ Ｓ Ｇ Ｎ ２ ＋ Ｓ Ｇ Ｎ ３ の 受 信 後 、 受 信 シ グ ネ チ ャ の 和 Ｓ Ｇ Ｎ １ ＋ Ｓ Ｇ Ｎ ２ ＋ Ｓ
Ｇ Ｎ ３ の サ ン プ ル の う ち 相 関 時 間 ウ ィ ン ド ウ ５ ４ の 外 部 に 位 置 す る も の が 、 ス テ ッ プ １ ６
４ に お い て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 続 い て 、 次 の ス テ ッ プ １ ６ ６ に お い て 、 巡 回 相 関 が 、 初 期 の ゼ ロ シ フ ト さ れ て フ ィ ル タ
リ ン グ さ れ た 受 信 信 号 と し て リ ン グ シ フ ト レ ジ ス タ に 入 力 さ れ た 残 り の サ ン プ ル に 対 し て
実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ６ で は 、 シ フ ト カ ウ ン タ ｉ ｃ が 、 ス テ ッ プ １ ６ ８ に お い て 、 シ フ ト カ ウ ン
タ ｉ ｃ の 値 を １ に 設 定 す る こ と に よ り 最 初 に セ ッ ト ア ッ プ さ れ る 。 次 に 、 ス テ ッ プ １ ７ ０
に お い て 、 サ ン プ ル ご と の 積 の 総 和 が 、 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ と 、 ｉ ｃ － １ だ け シ フ
ト さ れ た 受 信 シ ー ケ ン ス と に 対 し て 実 行 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ７ ０ か ら 結 果 と し て 得 ら れ た
積 の 合 計 Ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ （ ｉ ｃ ） は 、 ス テ ッ プ １ ７ ２ に よ り 、 １ か ら Ｎ － １ ま で イ ン デ ッ ク ス
さ れ る ア レ イ の イ ン デ ッ ク ス ｉ ｃ － １ に 記 憶 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ７ ２ の 後 に ス テ ッ プ １ ８
０ が 続 き 、 ス テ ッ プ １ ８ ０ に お い て 、 実 際 の カ ウ ン タ 値 ｉ ｃ が Ｎ と 比 較 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ｉ ｃ が Ｎ と 異 な る 場 合 、 カ ウ ン タ 値 ｉ ｃ は 、 ス テ ッ プ １ ８ ２ に お い て １ つ だ け イ ン ク リ
メ ン ト さ れ 、 リ ン グ レ ジ ス タ の 実 際 の シ フ ト 受 信 信 号 は 、 １ サ ン プ ル 期 間 だ け シ フ ト さ れ
る 。 次 に 、 ス テ ッ プ １ ７ ０ 、 １ ７ ２ 、 １ ８ ０ が 再 び 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ｉ ｃ が Ｎ に 等 し い 場 合 、 相 関 の 積 の 合 計 配 列 Ｐ ｔ ｉ ｍ ｅ （ ｉ ｃ ） の ３ つ の 最 も 高 い 値 と
し て ３ つ の 相 関 ピ ー ク を 検 出 す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ １ ８ ６ が 進 行 す る 。 各 ピ ー ク は １
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つ の シ グ ネ チ ャ に 対 応 す る 。 こ の シ グ ネ チ ャ は 、 各 端 末 に 割 り 当 て ら れ た 端 末 識 別 子 コ ー
ド で あ る 。 積 の 合 計 が 最 大 に な る ｉ ｃ の ３ つ の 値 が 、 ス テ ッ プ １ ８ ８ に お い て 、 シ グ ネ チ
ャ に 関 連 し た ３ つ の 時 間 間 隔 の １ つ に 属 す る も の と し て 特 定 さ れ 、 検 出 さ れ た 各 シ グ ネ チ
ャ に つ い て 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 が 、 シ グ ネ チ ャ ピ ー ク の 時 間 イ ン デ ッ ク ス と 、 ラ ウ ン
ド ト リ ッ プ 遅 延 が な い 場 合 の 同 じ シ グ ネ チ ャ の 予 想 イ ン デ ッ ク ス と の 時 間 差 と し て 求 め ら
れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ８ は 、 ３ つ の 異 な る 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 端 末 識 別 子 コ ー ド 及 び ラ
ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 検 出 す る 方 法 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 方 法 １ ６ ０ は 、 ス テ ッ プ １ ６ ６ を 除 い て 、 第 １ の 実 施 の 形
態 の ス テ ッ プ と 同 じ シ ー ケ ン ス の ス テ ッ プ １ ６ ２ 、 １ ６ ４ 、 １ ８ ６ 、 及 び １ ８ ８ を 含 む 。
ス テ ッ プ １ ６ ６ で は 、 異 な る ス テ ッ プ １ ９ ０ 、 １ ９ ２ 、 及 び １ ９ ４ が 続 け て 実 行 さ れ る 。
ス テ ッ プ １ ９ ０ に お い て 、 第 １ の Ｆ Ｆ Ｔ （ 高 速 フ ー リ エ 変 換 ） が 、 ス テ ッ プ １ ６ ４ か ら 結
果 と し て 得 ら れ た 時 間 領 域 の サ ン プ ル を 周 波 数 領 域 の 受 信 サ ン プ ル に 変 換 す る 。 次 に 、 ス
テ ッ プ １ ９ ２ に お い て 、 周 波 数 領 域 の 受 信 サ ン プ ル に 、 ス テ ッ プ １ ９ ６ に よ っ て 得 ら れ た
周 波 数 領 域 の 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ の 対 応 す る サ ン プ ル が 乗 算 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ９
６ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ９ ８ に よ り 時 間 領 域 の 参 照 シ ー ケ ン ス Ｓ Ｅ Ｑ Ｂ １ を 入 力 し た 後 、
第 ２ の Ｆ Ｆ Ｔ が ス テ ッ プ ２ ０ ０ に よ っ て 実 行 さ れ る 。 ２ つ の Ｆ Ｆ Ｔ の 結 果 を 乗 算 し た 後 、
次 に 、 Ｉ Ｆ Ｆ Ｔ （ 逆 高 速 フ ー リ エ 変 換 ） が 、 ス テ ッ プ １ ９ ４ に よ り 、 結 果 の サ ン プ ル に 対
し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ９ は 、 重 ね て 配 置 さ れ た ３ つ の シ ス テ ム 構 成 に つ い て の ３ つ の 端 末 の シ グ ネ チ ャ の
相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 し て い る 。 図 １ ９ の チ ャ ー ト で は 、 実 線 、 破 線 、 及 び 二 点 鎖 線 は
、 第 １ の 構 成 の 相 関 ピ ー ク 、 第 ２ の 構 成 の 相 関 ピ ー ク 、 及 び 第 ３ の 構 成 の 相 関 ピ ー ク を そ
れ ぞ れ 示 し て い る 。 線 ２ ２ ０ 、 ２ ２ ２ 、 及 び ２ ２ ４ は 、 第 １ の 構 成 に つ い て の 第 １ の シ グ
ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 第 ２ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 及 び 第 ３ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 を そ
れ ぞ れ 示 し て い る 。 線 ２ ２ ６ 、 ２ ２ ８ 、 及 び ２ ３ ０ は 、 第 ２ の 構 成 に つ い て の 第 １ の シ グ
ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 第 ２ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 及 び 第 ３ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 を そ
れ ぞ れ 示 し て い る 。 線 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ４ 、 及 び ２ ３ ６ は 、 第 ３ の 構 成 に つ い て の 第 １ の シ グ
ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 第 ２ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 、 及 び 第 ３ の シ グ ネ チ ャ の 時 間 相 関 を そ
れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 か ら 分 か る よ う に 、 時 間 間 隔 は 、 シ グ ネ チ ャ に そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら
れ た も の と し て 定 義 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ こ で 、 ［ ａ １ ， ａ （ Ｎ ／ ３ ） － １

］ は Ｓ Ｇ Ｎ １ に 割 り 当 て ら れ 、 ［ ａ Ｎ ／ ３ ， ａ （ ２ Ｎ ／ ３ ） － １ ］ は Ｓ Ｇ Ｎ ２ に 割 り 当 て
ら れ 、 ［ ａ （ ２ Ｎ ／ ３ ） － １ ， ａ Ｎ － １ ］ は Ｓ Ｇ Ｎ ３ に 割 り 当 て ら れ る 。 各 受 信 シ グ ネ チ
ャ に つ い て 測 定 さ れ た ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 は 、 受 信 シ グ ネ チ ャ の 時 間 イ ン デ ッ ク ス か ら
、 何 ら 遅 延 の な い 同 じ シ グ ネ チ ャ の 予 想 時 間 イ ン デ ッ ク ス を 引 い た も の に 等 し い 。 こ の 予
想 時 間 イ ン デ ッ ク ス は 、 Ｓ Ｇ Ｎ １ で は １ で あ り 、 Ｓ Ｇ Ｎ ２ で は Ｎ ／ ３ で あ り 、 Ｓ Ｇ Ｎ ３ で
は ２ Ｎ ／ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 実 際 の 動 作 で は 、 同 じ タ イ プ の ３ つ の 線 の み が 示 さ れ る こ と に な る 。 例 と し て 、 第 １ の
構 成 の 場 合 、 相 関 ピ ー ク 線 ２ ２ ０ は 、 Ｒ Ｔ Ｄ １ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を 示 す 一 方 、 線 ２
２ ２ 及 び ２ ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ Ｒ Ｔ Ｄ ２ の ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 及 び Ｒ Ｔ Ｄ ３ の ラ ウ ン ド ト
リ ッ プ 遅 延 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 巡 回 的 に 隣 接 す る シ グ ネ チ ャ の 検 出 に お い て あ ら ゆ る 重 な り 合 い を 回 避 す る た め に 、 ２
つ の 隣 接 す る シ グ ネ チ ャ に 、 少 な く と も 通 信 シ ス テ ム に よ っ て 予 想 さ れ る 最 大 ラ ウ ン ド ト
リ ッ プ 遅 延 だ け 間 隔 を 空 け る こ と を 通 じ て 、 設 計 に 細 心 の 注 意 が 払 わ れ る 。 上 述 し た シ ス
テ ム で は 、 こ の 間 隔 は 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ３ よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
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　 図 ２ ０ は 、 上 り リ ン ク で 同 期 さ れ た 端 末 及 び 上 り リ ン ク で 同 期 さ れ て い な い 端 末 を 含 む
シ ス テ ム の 、 上 述 し た 方 法 に 従 っ た 相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ こ で 、 ２ つ の 同 期 さ れ て い な い シ グ ネ チ ャ が 、 ２ つ の 同 期 さ れ て い な い 端 末 に 割 り 当
て ら れ て い る 。 第 １ の 端 末 は ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ １ を 示 す も の と し て 配 置 さ れ 、
第 ２ の 端 末 は ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ２ を 示 す も の と し て 配 置 さ れ る 。 同 期 さ れ て い
な い シ グ ネ チ ャ と は 、 そ の シ グ ネ チ ャ が 初 期 ア ク セ ス 用 に 送 信 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 一 組 の 同 期 さ れ た シ グ ネ チ ャ は 、 上 り リ ン ク で 同 期 さ れ た 一 組 の 端 末 に 割 り 当 て ら れ る
。 同 期 さ れ た シ グ ネ チ ャ と は 、 端 末 が 上 り リ ン ク に お い て 基 地 局 と 常 に 時 間 同 期 さ れ て い
る 時 、 す な わ ち 、 タ イ ミ ン グ ア ド バ ン ス 値 が そ の 端 末 で す で に 利 用 可 能 で あ る 時 に 、 そ の
シ グ ネ チ ャ が 送 信 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 同 期 さ れ た 端 末 の 第 １ の 同 期 さ れ た シ グ ネ チ ャ の 構 築 コ ア （ building core） と し て の
シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス は 、 こ こ で は 、 第 １ の 同 期 さ れ て い な い シ グ ネ チ ャ の 生 成 シ ー ケ ン
ス （ generating sequence） か ら 相 対 的 に ２ Ｎ ／ ３ だ け シ フ ト さ れ て い る 。 同 期 さ れ た 端
末 の そ の 後 の ど の シ グ ネ チ ャ も 、 参 照 シ ー ケ ン ス に 対 し て 範 囲 ［ ２ Ｎ ／ ３ ， Ｎ － １ ］ 内 に
含 ま れ る 値 だ け シ フ ト さ れ た 生 成 シ ー ケ ン ス を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 第 １ の 同 期 さ れ て い な い シ グ ネ チ ャ 及 び 第 ２ の 同 期 さ れ て い な い シ グ ネ チ ャ は 、 そ れ ぞ
れ 、 時 間 遅 延 及 び 端 末 識 別 子 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ２ ０ で は 、 チ ャ ー ト が 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ １ と 共 に 、 第 １ の 同 期 さ れ て い
な い シ グ ネ チ ャ に 対 応 す る 第 １ の 相 関 ピ ー ク 線 ２ ４ ０ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 こ の チ ャ ー ト は 、 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 Ｒ Ｔ Ｄ ２ と 共 に 、 第 ２ の 同 期 さ れ て い な
い シ グ ネ チ ャ に 対 応 す る 第 ２ の 相 関 ピ ー ク 線 ２ ４ ４ も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の チ ャ ー ト は 、 Ｒ Ｔ Ｄ の な い 一 組 の 同 期 さ れ た シ グ ネ チ ャ に 対 応 す る 一 組 の 相 関 ピ ー
ク 線 ２ ４ ４ （ 最 初 の 線 ２ ４ ６ 、 最 後 の 線 ２ ６ ０ ） も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ２ つ の 異 な る プ ロ セ ス （ 同 期 又 は 非 同 期 ） 間 で シ グ ネ チ ャ を 分 割 す る こ と の 利 益 は 、 同
期 さ れ た 場 合 に は 、 も は や 考 慮 す べ き ト リ ッ プ 遅 延 が 存 在 し な い の で 、 異 な る シ グ ネ チ ャ
を 巡 回 シ フ ト し た も の を よ り 密 接 に ま と め る こ と が で き る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ の 場 合 に 、 よ り 小 さ な 巡 回 シ フ ト ス テ ッ プ に 加 え て 、 よ り 小 さ な 巡 回 拡 張 部 の 継 続 時
間 を 使 用 で き 、 ア イ ド ル 期 間 を 抑 え る こ と が で き る 。 巡 回 拡 張 部 の 継 続 時 間 は 、 チ ャ ネ ル
の 最 大 経 路 遅 延 、 タ イ ミ ン グ ア ド バ ン ス 誤 差 、 及 び フ ィ ル タ リ ン グ の 影 響 を 処 理 す る た め
に 選 ば れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 相 互 間 で 低 い 巡 回 相 互 相 関 （ cyclic cross correlation） を 有 す る よ う に 選 択 さ
れ た 、 い く つ か の Ｃ Ａ Ｚ Ａ Ｃ 参 照 シ ー ケ ン ス を 使 用 す る こ と も 好 都 合 と な り 得 る 。 し た が
っ て 、 シ ー ケ ン ス 間 の 干 渉 及 び 受 信 機 の 複 雑 さ の 増 加 を 犠 牲 に し て 、 利 用 可 能 な シ グ ネ チ
ャ の 個 数 は 、 参 照 シ ー ケ ン ス の 個 数 倍 と な る 。 後 者 は 、 １ つ の 参 照 シ ー ケ ン ス の み を 使 用
す る だ け の 場 合 の 単 一 の 相 関 器 の 代 わ り に 、 基 地 局 に お い て 複 数 の 相 関 器 （ １ つ の 参 照 Ｃ
Ａ Ｚ Ａ Ｃ シ ー ケ ン ス ご と に １ つ ） が 必 要 と な る こ と に よ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 良 好 な 巡 回 相 互 相 関 特 性 を 有 す る こ の よ う な 一 組 の 基 本 シ ー ケ ン ス の 良 い 例 は 、 オ リ ジ
ナ ル の Ｚ ａ ｄ ｏ ｆ ｆ 　 Ｃ ｈ ｕ シ ー ケ ン ス か ら 外 挿 さ れ た 時 計 方 向 及 び 反 時 計 方 向 の 位 相 回
転 対 の シ ー ケ ン ス で あ る 。
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Ｎ が 偶 数 の 場 合 、
【 ０ ０ ９ ６ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
【 ０ ０ ９ ７ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
Ｎ が 奇 数 の 場 合 、
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ９ ９ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
Ｎ が 偶 数 の 場 合 、
【 ０ １ ０ ０ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
【 ０ １ ０ １ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
Ｎ が 奇 数 の 場 合 、
【 ０ １ ０ ２ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
【 ０ １ ０ ３ 】
で あ り 、 こ こ で ｋ ＝ ０ 、 １ 、 … Ｎ － １ で あ り 、 ｑ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
こ こ で 、 Ｗ Ｎ ＝ ｅ ｘ ｐ （ － ｊ ２ π ｒ ／ Ｎ ） で あ り 、 ｒ は Ｎ と 互 い に 素 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の 例 は 、 第 ２ の 参 照 シ ー ケ ン ス が 第 １ の 参 照 シ ー ケ ン ス か ら 導 出 さ れ る の で 、 参 照 シ
ー ケ ン ス に 要 求 さ れ る ス ト レ ー ジ が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 参 照 の 一 定 の 固 有 性 が 維 持
さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ５ 】
【 図 １ 】 単 一 の 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の ア ー キ テ ク チ ャ で あ る 。
【 図 ２ 】 基 地 局 レ ベ ル に お け る 上 り リ ン ク フ レ ー ム 及 び 下 り リ ン ク フ レ ー ム の 通 信 フ ロ ー
チ ャ ー ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス の デ ー タ 構 造 で あ る 。
【 図 ４ 】 ３ つ の 異 な る 位 置 に 位 置 す る 同 じ 端 末 に 対 応 す る 、 ３ つ の シ グ ネ チ ャ が 重 ね て 配
置 さ れ た も の を 有 す る シ グ ネ チ ャ 受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 単 一 の 端 末 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 基 地 局 レ ベ ル に お け る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を
推 定 す る の に 使 用 さ れ る 方 法 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 単 一 の 端 末 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 基 地 局 レ ベ ル に お け る ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 を
推 定 す る の に 使 用 さ れ る 方 法 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ 又 は 図 ６ に 示 す 方 法 を 用 い て 得 ら れ た 相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 す チ ャ ー ト で
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あ る 。
【 図 ８ 】 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 基 地 局 レ ベ ル に お け る 上 り リ ン ク フ レ ー ム 及 び 下 り リ ン ク フ レ ー ム の 、 ３ つ の
構 成 が 重 ね て 配 置 さ れ た も の の 通 信 フ ロ ー チ ャ ー ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ３ つ の シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス を 構 築 す る 方 法 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス の デ ー タ 構 造 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス の デ ー タ 構 造 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 シ グ ネ チ ャ シ ー ケ ン ス の デ ー タ 構 造 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 ３ つ の シ ス テ ム 構 成 の す べ て の 受 信 シ グ ネ チ ャ が 重 ね て 配 置 さ れ た シ グ ネ チ ャ
受 信 タ イ ム ス ロ ッ ト の 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る シ ス テ ム の 、 各 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 及 び 端 末 識 別 子 コ
ー ド を 併 せ て 推 定 す る の に 使 用 さ れ る 方 法 の 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 １ ８ 】 ３ つ の 端 末 を 使 用 す る シ ス テ ム の 、 各 ラ ウ ン ド ト リ ッ プ 遅 延 及 び 端 末 識 別 子 コ
ー ド を 併 せ て 推 定 す る の に 使 用 さ れ る 方 法 の 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 １ ９ 】 図 １ ７ 又 は 図 １ ８ に 示 す 方 法 を 用 い て 得 ら れ た 相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 す チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 同 期 さ れ て い な い 端 末 及 び 同 期 さ れ た 端 末 を 使 用 す る シ ス テ ム に つ い て の 図 １
７ 又 は 図 １ ８ に 示 す 方 法 を 用 い て 得 ら れ た 相 関 の 大 き さ 対 時 間 を 示 す チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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